
【
は
じ
め
に
】

平
成
三
○
年
一
月
、
千
葉
県
立
の
あ
る
学
校
で
、
校
長
や
教
頭
ら
が

生
徒
の
下
校
後
、
授
業
で
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
を
無
断
で
生
徒
の
個
人

用
フ
ァ
イ
ル
か
ら
抜
き
取
り
、
廃
棄
し
て
い
た
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。

学
校
側
の
説
明
に
よ
る
と
、
道
徳
の
授
業
を
担
当
し
た
教
員
が
皇
室
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
作
成
し
た
プ
リ
ン
ト
に
、
『
外
国
に
誇

れ
る
文
化
の
最
た
る
も
の
が
皇
室
』
と
記
述
す
る
な
ど
教
員
の
主
観
が

強
く
出
て
お
り
、
問
題
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
（
出
典
「
産
経
新
聞
」
）

尚
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
は
、
天
皇
陛
下
の
正
し
い
呼
び
方
、
ご
家
族
、

お
誕
生
日
、
お
名
前
、
お
住
ま
い
な
ど
、
皇
室
に
関
す
る
ご
く
初
歩
的

な
知
識
を
学
習
す
る
た
め
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
何
ら
問

題
は
見
い
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
校
長
や
教
頭
ら
は

『
外
国
に
誇
れ
る
文
化
の
最
た
る
も
の
が
皇
室
』
と
い
う
一
言
に
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
過
剰
に
反
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
い
か
な
る
理
由
が
あ

る
に
せ
よ
、
生
徒
に
範
を
示
す
立
場
の
教
育
者
が
、
無
断
で
生
徒
の
個

人
用
フ
ァ
イ
ル
か
ら
プ
リ
ン
ト
を
抜
き
取
り
廃
棄
し
た
と
い
う
の
は
、

明
ら
か
に
職
権
の
乱
用
で
あ
り
、
言
語
道
断
で
あ
る
。

前
置
き
が
多
少
長
く
な
っ
た
が
、
今
回
は
武
家
社
会
の
各
時
代
の
始

ま
り
が
、
教
科
書
各
社
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
見
て
ゆ
き
た
い
。
そ
れ
が
先
の
校
長
や
教
頭
に
見
ら
れ
る
皇
室
に
対

す
る
過
剰
な
反
応
と
、
無
関
係
で
は
な
い
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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以
下
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東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用

す
る
。

【
東
京
書
籍
】

［
鎌
倉
幕
府
の
始
ま
り
］
本
文
七
○
頁

《
…
一
一
八
五
年
に
、
国
ご
と
に
守
護
を
、
荘
園
や
公
領
ご
と
に
地
頭

を
置
く
こ
と
を
認
め
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
頼
朝
は
、
本
格
的
な
武

士
の
政
権
で
あ
る
鎌
倉
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
鎌
倉
に
幕

府
が
置
か
れ
た
時
代
を
鎌
倉
時
代
と
い
い
ま
す
。
…
》

［
鎌
倉
幕
府
の
始
ま
り
］
欄
外
七
○
頁

《
①
鎌
倉
幕
府
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
一
一
八
五
年

の
ほ
か
に
も
、
一
一
八
三
年
に
頼
朝
が
東
日
本
の
支
配
権
を
朝
廷
に
認

め
ら
れ
た
時
期
や
、
一
一
九
二
年
に
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ

た
時
期
な
ど
を
考
え
る
説
が
あ
り
ま
す
。
》

［
南
北
朝
の
動
乱
］
本
文
七
八
頁

《
尊
氏
は
一
三
三
八
年
に
北
朝
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
室
町

幕
府
を
開
く
と
、
守
護
の
権
限
を
強
め
、
全
国
の
武
士
を
ま
と
め
よ
う

と
し
ま
し
た
。
…
京
都
に
幕
府
が
置
か
れ
た
時
代
を
室
町
時
代
と
い
い

ま
す
。
》

［
江
戸
幕
府
の
成
立
］
本
文
一
一
二
頁

《
…
一
六
○
三
年
、
家
康
は
朝
廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
江

戸
（
東
京
）
に
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
江
戸
幕
府
は
、
二
六
○
年
余
り

も
続
く
戦
乱
の
な
い
平
和
な
時
代
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
を

江
戸
時
代
と
い
い
ま
す
。
…
》

【
教
育
出
版
】

［
鎌
倉
幕
府
の
成
立
］
本
文
五
八
頁

《
そ
の
後
、
奥
州
藤
原
氏
を
ほ
ろ
ぼ
し
た
頼
朝
は
、
一
一
九
二
年
、
朝

廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
全
国
の
武
士
を
従
え
る
地
位
に
就

き
ま
し
た
。
頼
朝
が
始
め
た
こ
の
政
府
を
鎌
倉
幕
府
と
い
い
ま
す
。
》

［
室
町
幕
府
の
成
立
と
守
護
大
名
］
本
文
七
○
～
七
一
頁

《
一
三
三
八
年
、
足
利
尊
氏
は
、
北
朝
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、

京
都
に
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
…
義
満
は
京
都
の
室
町
に
御
所
を
建
て

て
政
治
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
足
利
氏
の
開
い
た
幕
府
を
室
町
幕
府
と

い
い
、
幕
府
の
続
い
た
時
代
を
室
町
時
代
と
い
い
ま
す
。
…
》

［
江
戸
幕
府
の
成
立
］
本
文
一
○
四
頁

《
豊
臣
秀
吉
の
死
後
、
関
東
を
領
地
と
し
て
い
た
徳
川
家
康
が
勢
力
を

強
め
、
政
治
を
動
か
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
…
家
康
は
一
六
○
三
年
、

征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
江
戸
幕
府
を
開
く
と
、
ま
も
な
く
将
軍
職

（上）伝源頼朝肖像画

（下）足利尊氏像

（自由社版中学歴史教科書より）
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を
子
の
秀
忠
に
ゆ
ず
り
、
徳
川
氏
が
代
々
将
軍
に
な
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
大
阪
城
を
攻
め
て
豊
臣
氏
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
徳
川
氏
の
全
国
支
配
を
確
立
し

ま
し
た
。
江
戸
に
幕
府
が
置
か
れ
た
二
六
○
年
あ
ま
り
を
、
江
戸
時
代
と
い
い
ま

す
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
鎌
倉
幕
府
の
成
立]

本
文
五
六
頁

《
…
頼
朝
は
、
一
一
九
二
年
に
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
武
士
に
よ
る
新
し
い
政
治

を
始
め
ま
し
た
。
…
》

［
鎌
倉
幕
府
の
成
立]

欄
外
五
六
頁

《
①
鎌
倉
時
代
の
始
ま
り
を
い
つ
に
す
る
か
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
一
一
八
五
年
に

守
護
・
地
頭
を
お
い
た
時
期
と
い
う
説
や
、
一
一
九
二
年
に
頼
朝
が
征
夷
大
将

軍
に
任
命
さ
れ
た
時
期
と
い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
》

［
動
乱
の
半
世
紀
］
本
文
六
六
～
六
七
頁

《
…
一
三
三
八
年
、
尊
氏
は
新
し
い
天
皇
を
即
位
さ
せ(

北
朝)

、
自
分
は
征
夷
大

将
軍
と
な
っ
て
京
都
に
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
…
義
満
が
京
都
の
室
町
に
御
所
を

か
ま
え
た
の
で
、
足
利
氏
の
幕
府
を
室
町
幕
府
と
い
い
、
足
利
氏
の
幕
府
が
続
い

て
い
た
時
期
を
室
町
時
代
と
い
い
ま
す
。
…
》

［
江
戸
時
代
の
幕
開
け
］
本
文
一
○
二
頁

《
…
一
六
○
三
年
に
朝
廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
家
康
は
、
江
戸(

東

京
都)

に
幕
府
を
開
き
ま
し
た(

江
戸
幕
府)

。
江
戸
時
代
の
始
ま
り
で
す
。
…
》

【
自
由
社
】

［
鎌
倉
幕
府
の
成
立
］
本
文
八
四
頁

《
…
一
一
九
二
（
建
久
三
）
年
、
頼
朝
は
朝
廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
。

頼
朝
は
鎌
倉
に
、
簡
素
で
実
際
的
な
武
家
政
治
の
拠
点
を
築
い
た
。
こ
れ
を
鎌
倉

幕
府
と
よ
び
、
鎌
倉
に
幕
府
が
置
か
れ
た
約
一
四
○
年
間
を
、
鎌
倉
時
代
と
い
う
。

…
》

［
室
町
幕
府
の
成
立
］
本
文
九
四
頁

《
…
次
い
で
、
一
三
三
八
（
暦
応
元
）
年
に
は
、
北
朝
の
天
皇
か
ら
征
夷
大
将
軍

に
任
じ
ら
れ
、
京
都
に
幕
府
を
開
い
た
。
…
こ
の
幕
府
を
室
町
幕
府
と
よ
び
、
政

治
の
中
心
を
足
利
氏
が
占
め
て
い
た
二
三
七
年
間
を
室
町
時
代
と
い
う
。
…
》

［
徳
川
家
康
と
江
戸
幕
府
］
本
文
一
二
四
頁

《
一
六
○
三
（
慶
長
八
）
年
、
家
康
は
朝
廷
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
江

戸
幕
府
を
開
い
た
。
…
徳
川
氏
が
将
軍
と
し
て
一
五
代
に
わ
た
っ
て
統
治
し
、
大

規
模
な
戦
乱
の
な
か
っ
た
約
二
六
○
年
間
を
江
戸
時
代
と
い
う
。
…
》

武
家
社
会
の
各
時
代
の
始
ま
り
が
、
教
科
書
各
社
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る

と
い
う
問
題
は
、
将
来
に
亘
っ
て
歴
史
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
問
題
で
あ
る
。

鎌
倉
、
室
町
、
江
戸
の
各
時
代
の
始
ま
り
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
朝
廷
か
ら
各
武

将
が
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
幕
府
を
開
い
た
時
に
始
ま
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
東
京
書
籍
と
帝
国
書
院
は
、
鎌
倉
時
代
の
成
立
を
欄

外
で
諸
説
あ
り
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
時
代
の
始
ま
り
の
根
拠
が
ま
っ
た
く

曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
方
で
、
両
社
は
江
戸
時
代
の
始
ま
り
が
、
朝
廷

か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
幕
府
を
開
い
た
こ
と
を
も
っ
て
始
ま
る
と
し
て

お
り
、
鎌
倉
時
代
の
始
ま
り
の
根
拠
と
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
。

教
育
出
版
は
、
鎌
倉
時
代
と
室
町
時
代
の
始
ま
り
は
、
朝
廷
か
ら
各
武
将
が
征

夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
幕
府
を
開
い
た
こ
と
が
始
ま
り
と
し
て
い
る
も
の
の
、

江
戸
時
代
に
は
そ
れ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

自
由
社
は
、
鎌
倉
時
代
と
室
町
時
代
と
江
戸
時
代
の
始
ま
り
が
、
朝
廷
か
ら
各

武
将
が
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
幕
府
を
開
い
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
と
一

貫
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
評
価
で
き
る
。

武
家
社
会
の
時
代
に
お
い
て
も
、
幕
府
が
権
力
を
行
使
す
る
た
め
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
朝
廷
（
皇
室
）
の
権
威
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

我
が
国
の
歴
史
に
厳
然
と
刻
ま
れ
た
事
実
で

あ
り
、
主
観
的
な
見
解
で
は
な
い
。

戦
後
の
歴
史
教
育
は
、
事
実
よ
り
も
「
戦

前
」
や
「
皇
室
」
へ
の
感
情
的
な
忌
避
意
識

が
優
先
す
る
特
異
な
状
況
が
続
い
て
来
た
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
県
立
の
あ
る
学
校
の
校

長
や
教
頭
が
生
徒
の
私
物
を
無
断
で
回
収
す

る
と
い
う
恥
ず
べ
き
行
為
も
、
こ
う
し
た
戦

後
の
歴
史
教
育
の
特
異
性
と
、
決
し
て
無
関

係
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

千
葉
県
内
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

教
育
出
版
（
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、
香
取
、
神
崎
、
多
古
、
東
庄
）

帝
国
書
院
（
市
川
、
浦
安
）

東
京
書
籍
（
右
を
除
く
市
町
村
）

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内
の
中

学
生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
並
び
に
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
こ
の

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
現
在
千
葉
県
内
で
採
択

さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。
（
会
員
一
同
）

徳川家康肖像画

（自由社版中学歴史教科書より）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。
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